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2023年度（令和５年度）学校評価自己評価表  
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東朋中学校区 校番 26  福山市立坪生小学校 
   

 最終更新日 20２4 年（令和６年）２月１５日 

 ミッション   福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン   「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

○課題発見解決能力       ○コミュニケーション能力（自己効力感） 

○チャレンジ精神        ○思いやりと感謝の心（地域貢献） 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

○よりよく課題を解決し，自分の生き方に生かす 
○互いを認め，よりよい人間関係を形成する 
○自分に必要な挑戦を選択してやってみる 
○人や社会の役に立てたことへの喜びや達成感を感じる 

中学校区として 
統一した取組等 

○子ども主体の学びづくり（授業，児童生徒会活動，ボランティア活動など） 
○体力や健康についての自己課題の解決 
○SDGｓ「住み続けられるまちづくりを」につながる生活科・総合的な学習の時間等の充実 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

 〇「自分で目標や方法を選びながら学んでいる」伸び⇒７６％ 肯定的回答⇒８５％ 

 〇「学校が楽しい」伸び⇒７９％ 肯定的回答⇒８７％ 

 〇「体を動かすことが楽しい」伸び⇒８２％ 肯定的回答⇒９０％ 

 ・肯定的回答，年度当初からの伸び共におおむね目標を達成しているが，各種調査の結

果から，思考力，判断力，表現力等に課題が見られる。また，学びを調整する力や知

識，技能においても，個人差が大きい。 

＜保護者＞ 

 〇学校に対する安心感 肯定的回答⇒９０％ 

 ・多様な価値観の中，学校が進める教育を丁寧に説明したり，保護者の意見をもとに修

正したりする必要がある。 

＜職員＞ 

 〇勤務時間外在校時間月４５時間を超えない職員⇒９４％ 

 〇「仕事にやりがいを感じている」⇒９５％ 

 ・コロナ対応等，例外を除き時間的な目標はほぼ達成できている。しかし，

時間外在校時間の減少とやりがいの向上に相関関係は見えにくい。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
課題発見解決能力 

コミュニケーション

能力 

チャレンジ精神 

（自己効力感） 

思いやりと感謝の心 

（地域貢献） 

めざす 

子ども像 

５
・
６
年 

解決に向けて，主

体的に選択・判断

する 

人の考えや気持ち

を受け入れ，自分

の意見や気持ちを

表現する 

結果の理由を次に

生かしてやってみ

る 

人や地域のために

なることを考え，

行動する 

３
・
４
年 

解決への方法を考

え，見通しを立て

る 

人の気持ちを考

え，自分の意見を

理由をつけて伝え

る 

得意なことも苦手

なこともやってみ

る 

人や地域のために

なることを考える 

１
・
２
年 

もんだいにきづ

き，かだいをたて

る 

じぶんのかんがえ

やきもちをいう 

もくひょうをもっ

てやってみる 

ひとやちいきにか

んしゃのきもちを

もつ 

   

研究 

テーマ 一人一人の多様な学びを促す授業づくり 

主題・ 

内容等 

・つぶやきや疑問から探究が始まる働きかけ 

・概念を広く学ぶ機会の創出 

・知識を使う場の意図的な設定 

めざす授業の姿 児童一人一人が学びに向かう授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

◯コロナ禍で色々なことで努力してもら
っている。 

〇「子どもを育てる」という視点で地域
と学校との関わりを増やしてほしい。 
◯学校の様子が分からないので，様子が

伝わるように工夫をしてほしい。 

 

ミッション 

「授業時数特例校」として，特色を生かした特別の教育課程を編成・実施するととも

に，個別の学習支援の実践と取組を発信する。 

 

学校教育目標 

学び合い 学び続ける 

 

児童生徒の現状 

○「学校に行くのが楽しい」「安心して通
っている」と感じている児童生徒の割合
は９１．３％（校区平均）であり，安
心・安全で学校に楽しみを感じながら登
校している。 

○「目標や方法を選びながら学んでいる」
や「考えること，学びが面白い」と感じ
ている児童生徒の割合は８４．０％（校
区平均）であり，選択・決定したり，対
話をしたりしながら自ら学びを進めてい
る。 

○昨年度も，コロナ禍のため，児童生徒が
対面して交流することができなかった。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  

                                               

年 

目 
中期経営目標 

重 

点 

分 

類 
短期経営目標 

目標達成に 

向けた取組 
評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 

取組状況 

プロセス 

評価 

達成 

評価 
改善方策 

□指標に係る取組状況 

◎短期(中期)経営目標の達成状

況 

プロセス 

評価 

達成 

評価 

総合 

評価 
改善方策 

２ 主体的な学

びの創造 

★ 
見
直
し 

一人一人の多

様な学びを促す

授業をつくる。 

①教科の面白さや児童の

現状について交流する

時間を設定し，学びづ

くりについての視野を

広げる。 

 

②教材研究や振り返りを

もとに，児童とともに

授業づくりを行う。 

①教材研究や授業実践を学

期に1回以上交流する 

 

②教科の見方・考え方を働

かせ主体的に学びに向か

う児童が増えている。 

 

②児童アンケート 

「授業で考えることが面白

い」 

②児童アンケート 

「自分で目標や方法を選

びながら学んでいる」 

年度当初アンケート 

肯定的評価85％以上 

①同学年間での単元計画や授

業案の交流は行っている

が，他学年との交流や授業

後の交流は不十分だった。 

 

➁教材研究や研修で話し合っ

た改善策をもとに授業づく

りを行ったことで，主体的

に学びに向かう児童が増え

た。 

⇒１学期末児童アンケート 

「授業で考えることが面白

い」 

肯定的評価児童 8４% 

 「自分で目標や方法を選び

ながら学んでいる」 

 肯定的評価児童 8２% 

３ ３ 

①児童の考えやつまずきな

ど児童の学びの姿を視点

に入れた授業後の交流を

行い，次の授業に生か

す。 

 

➁同学年間だけでなく他学

年の職員とも系統的に教

材を練り合う場を設定

し，職員と児童とともに

授業づくりを行う。 

 

①国語，算数，道徳にお 

いて児童の学びの姿を 

視点に入れた授業後の 

交流を行い，授業改善 

に生かすことができ 

た。 

➁低，中，高学年ごとに 

系統的に教材について 

話をする機会が増えた 

が，内容や質は様々だ 

った。 

⇒2 学期末児童アンケー 

 ト 

「授業で考えることが面 

白い」 

肯定的評価 86％ 

「自分で目標や方法を選び 

ながら学んでいる」 

肯定的評価 84％ 

４ ３ ３ 

①②月に 1 回以上児童の

考えやつまずきなど児

童の学びの姿や教科の

本質を視点に入れた授

業前・後の学年団や異

学年で交流を行い，授

業づくりに生かす。 
 

３ 自 己 肯 定

感・自己有

用感の向上 

 
見
直
し 

学校に楽しく

登校できる児童

を増やす。 

①個別面談等を活用し，

児童一人一人に寄り添

う指導を行う。 

 

②児童同士の相互評価の

場を，柔軟に設定す

る。 

児童アンケート 

「学校に行くのが楽し

い」 

年度当初アンケート 

（4段階）肯定的評価 

85%以上 

 

①設定していた個別面談に

加え，必要に応じて面談

を行い，児童の困り感や

悩みを把握し，指導に生

かした。 

②縦割班活動を行い。異学

年での関わりの場を設定

できた。 

③児童会によるレベルアッ

プ月間の取組みで、友達

の頑張りや成長を認めあ

う場の設定ができた。 

⇒1 学期末児童アンケート 

肯定的評価児童8４% 

３ ３ 

①引き続き，定期的な面

談に加え，必要に応じ

て個別面談を行い，一

人一人の思いや状況に

寄り添った指導を行

う。 

②縦割り掃除などの縦割

り班活動や行事，学級

活動等，積極的生徒指

導ができる場を意図的

に設定し，児童同士の

相互評価を活発に行え

るようにする。 

③児童会によるレベル 

アップ月間の発展さ 

せ、個人やグループ 

やクラスでの頑張り 

を広める場を設定す 

る。 

①設定していた個別面談

に加え，必要に応じて

面談を行い，児童の困

り感や悩みを把握し，

指導に生かした。 

②縦割り掃除や行事，代

表委員会等で，積極的

生徒指導ができる場を

設定できた。児童同士

の相互評価を活発に行

えるように取組を行っ

た。 

③児童会によるレベルア 

ップ月間では、クラス 

での頑張りを広める場 

を設定できた。 

⇒２学期末児童アンケート 
肯定的評価児童8８% 

３ ４ ３ 

①「学校が楽しい」と答

えられなかった児童が

１２％いるという現状

を受け止め，引き続き

児童一人一人に寄り添

って指導を行ってい

く。 

②児童同士の相互評価の

場を柔軟に設定する。

「やってよかった。」

と感じられるような評

価の場になるよう，言

葉にも着目する。 

③児童会活動，委員会活

動，学級活動などの場

での相互評価を引き続

き行っていく。 

福山市立坪生小学校 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が

生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた

際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題

が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生

じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じ

た際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ

た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ

た。 

３ 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ

た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められなか

った。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき

た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できなか

った。 

１ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった。 

 

３ 体力・健康

に対する意

識の向上 

 
見
直
し 

体を動かすこ

とが楽しいと思

える児童を増や

す。 

①体育的活動（行事）を

通して，体を動かすこ

との楽しさを実感でき

るようにする。 

 

⓶委員会などと連携し，

誰もが楽しみながら運

動に触れる機会を設定

する。 

児童アンケート 

「体を動かすことが楽し

い」 

年度当初アンケート 

（4段階）肯定的評価 

      90％以上 

 

※肯定評価の維持は伸

びと捉える。 

①運動会や水泳が予定通り 

実施でき，児童が楽しく

体を動かす場を設定するこ

とができた。 

②リズム縄跳びに参加する 

児童が少なく，内容を工夫 

する必要がある。 

⇒1学期末児童アンケート 

【体を動かすことが楽し 

い】 

 肯定的評価89％ 

３ ３ 

①２学期は体育的活動（行

事）が設定されていないた

め，体育委員などと連携を

しながら，楽しく運動がで

きる場を設定する。また，

夏の研修を生かして日々の

体育の授業の充実を図る。 

②ただ体を動かすだけでな

く，目的を持って運動に取

り組めるような活動を考え

る。 

①体育館の開放や体育委員を中

心とした運動場の使い方の呼

びかけなどにより，児童が安

心・安全に遊べる環境を整え

ることができた。 

②体育委員が中心となって，お

にごっこなどのイベントを開

催し，多くの児童が楽しみな

がら運動できた。 

⇒２学期末児童アンケート【体

を動かすことが楽しい】肯定

的評価91％ 

４ ３ ３ 

①引き続き運動会等の学校行事

の充実を図る。また，日々の体

育の授業の充実も図るために，

研修を行っていく。 

②引き続き体育委員を中心とし

たイベントの開催を行い，児童

が外に出るきっかけを増やす。

また，リズム縄跳びのアレンジ

を考え，学年に応じた内容にし

ていく。 

３ 安全で安心

できる学校

の実現 

★ 
見
直
し 

児童と保護者 
が安心・安全な
学校生活を実感
できるようにす
る。 

①職員一人一人が学校の

取組を自身の言葉で語

れるようにする。 

 

②保護者や地域の多様な

ニーズを把握し，様々

な方法で，タイムリー

に情報発信をする。 

保護者アンケート 

【学校に対する安心感】 

肯定的評価 

93％以上 

①職員同士の対話を中心

とした研修を設定し

た。 

②月に1回以上の学校だ

よりや学年通信，学級

通信を発行することに

よって，児童の様子を

保護者に伝えることが

できた。 

⇒保護者アンケート 

【学校に対する安心感】

92％ 

３ ３ 

①引き続き，対話を中心と

した研修の場を設定し，

自身の言葉で語ったり，

様々な取組の目的や目指

すべき方向を職員で共有

したりする。 

②予定のお知らせだけでは

なく，実施した内容など

子どもたちのがんばり

が，伝えられるようにす

る。 

①学びの評価や保護者との共

有の仕方について，職員同

士の対話を中心とした研修

を設定し，日々の授業や三

者懇談に生かした。 

②日々の授業に加え，行事な

ども便りやクラスルームで

配信した。 

⇒保護者アンケート 

【学校に対する安心感】 

 92％ 

４ ３ ３ 

①職員一人一人の多様なアイ

デアを出し合う場を確保

し，学校運営の参画意識を

さらに高める。 

②学びの様子に加え，研修や

各部の取組等についても情

報発信を行う。 

教職員が個性 
を発揮しなが
ら，やりがいを
もって勤務でき
るようにする。 

①児童の成長を実感でき

るよう，教材研究の充

実を図る。 

 

②職員の意見を取り入れ

ながら，学校運営を行

う。 

職員意識調査 

「仕事にやりがいを 

感じている」 

肯定的評価    

95％以上 

①夏季研修などで様々な

先生と教材研究につい

て交流する場を設けた

が，日々の日常の中で

は不十分だった。 

②主任会や企画委員会な

どで多くの先生方とも

話し合い，様々な視点

の意見を取り入れるこ

とができた。 

 ⇒ 職 員 意 識 調 査 

90.9％ 

３ ３ 

①研究部とも連携をして，

児童の成長を実感できる

ような教材研究の機会を

設ける。 

②意見の取捨選択を行いな

がら，学校運営を行う。

早めに情報共有を行うこ

とで，全職員で共通理解

を深めていく。 

①学年ごとに板書交流を行

い，授業の振り返りを行う

ことができた。 

②計画的に学年会等を運営で

きるように，年度末に向け

ての業務計画表を作成し，

職員間で共有した。 

⇒職員意識調査 

  95.6％ 

３ ４ ３ 

①日々の教材研究について交

流できるような場を設定し

ていく。また，教職員が個

性を発揮できるような機会

を設ける。 

②組織体制の見直しや，職員

同士の対話を通して，全職

員で共通理解を高めてい

く。 
 


